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データベースのバックアップをスケジュール設定す
る

SnapManager （3.2以降）for SAPでは、高いパフォーマンスを維持するために、オフピ
ークの時間帯にデータベースのバックアップを定期的に実行するようにスケジュール設
定できます。バックアップのスケジュールを設定するには、データベース情報と保持ポ
リシーを含むプロファイルを作成し、バックアップのスケジュールを設定します。

バックアップは管理者としてスケジュールする必要があります。バックアップを既存ユーザ以
外のユーザとしてスケジュールしようとすると、 SnapManager に「 Invalid user ： username

： cannot create schedule backup for a given user 」というエラーメッセージが表示されます

スケジュール関連のタスクの一部を次に示します。

• データベースバックアップのスケジュールを、毎時、毎日、毎週、毎月、または 1 回ごとに設定します。

• プロファイルに関連付けられているスケジュールされたバックアップのリストを表示します。

• スケジュールされたバックアップを更新する。

• スケジュールを一時的に中断します。

• 中断したスケジュールを再開します。

• スケジュールを削除します

[ 今すぐメニュー操作を実行する *] チェックボックスは、スケジュールされたバックアップが
そのスケジュールに対して実行されている場合は無効になります。

バックアップスケジュールを作成

バックアップは、データと環境に適した時間と頻度で実行するようにスケジュールを設
定できます。

このタスクについて

SnapManager 3.2 for SAPでは、アーカイブ・ログ・ファイルのバックアップを個別にスケジュール設定でき
ます。ただし、作成したプロファイルを使用して、アーカイブ・ログ・ファイルを分離する必要があります。

データファイルとアーカイブログファイルのバックアップを同時にスケジュールした場合、 SnapManager は
最初にデータファイルのバックアップを作成します。

スケジュール間隔を「-onetimeonly」に選択すると、すべてのプルーニングオプションが使用可能になりま
す。「-onetimeonly」以外のスケジュール間隔を選択した場合、pruningオプション「-until -sSCN」および「
-until date」はサポートされておらず、「指定したアーカイブログプルーニングオプション、-until SCNまたは
-until date」がスケジュール間隔時間単位で無効です。スケジュール間隔に-onetimeonlyオプションを指定す
るか、または｛-months |-days |-we週|-hours｝`のいずれかのオプションを使用してアーカイブログをプルー
ニングします。

Microsoft Windows Serverフェイルオーバークラスタ（WSFC）環境およびMicrosoftクラスタサーバ（MSCS
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）環境でフェイルオーバーが発生すると、サービス（仮想）アドレスがアクティブなホストにマッピングされ
、SnapManager スケジュールがアクティブなSnapManager ホストに調整されるように、SnapManager for

SAPサーバを再起動する必要があります。

同じプロファイル名およびスケジュール名が別のリポジトリに存在する場合、そのリポジトリ
でバックアップのスケジュール設定処理は開始されません。オペレーションは終了し’オペレー
ションはすでに実行中ですというメッセージが表示されます

ステップ

1. 次のコマンドを入力します。

`* SMSAP schedule create -profile profile_profile_name_{[-full｛-online |-offline-offline|-auto｝[-retain [-

hourly |-weekly |-unlimited ][-verify]]|[-data [-files_[[_files]|[retaes]-retain-log]-only-飲み 放題|\|\unについて
の-archiverse|-archiversテーブル スペース[毎日]|-retain-comment [コメント[--unlimited |マンスリーテーブ
ルスペース|-retain-dest-backup [、[_path2]][-exclude-dest_path1_[,path2]][-prunelogs {all |-

untilscc_untilscn |-until -date_yyyy-mm-dd HH：mm:ss|-before｛-months |-weekdays |-days |-

pruntest_prune task_untest_run_spec}-weekly-run/es_ time|-run_prune毎月実行スケジュー
ル{/yyyy_s{/ase_schedule_run_run_untscle-ase_date_date_schedule}毎月実行スケジュー
ル{/yyyy_date_schedule_untn |-dest_実行スケジュール{/yyyy_date_schedule}-dest_実行スケジュー
ル{/yyyy_s}-dest_実行スケジュール{/yyyy_date_date_date_date_date_schedule}～毎月実行スケジュー
ル{/yyyy_s}-dest_実行スケジュール{/yyyy_date_date_date_date_date_date_date_schedule}～-dest |-

verbose ]*

状況 作業

• オンラインまたはオフラインのデータベースの
バックアップをスケジュール * します

オフライン・データベースまたはオンライン・デー
タベースのバックアップをスケジュールするには'-

offline-'または—onlineを指定しますこれらを指定し
た場合は'-auto’は使用できません

• SnapManager では ' データベースがオンライン
であるかオフラインであるかに関係なく ' デー
タベースのスケジュール設定を処理できます *

「-auto」を指定します。--auto’を指定すると'--

offline’または—online’は使用できません

• データファイルのバックアップをスケジュール
する *

「-data`-files」と指定すると、カンマで区切られた
ファイルが一覧表示されます。たとえば、 F1 、
F2 、 F3 などのファイル名を使用します。

• 特定の表領域のパーシャル・バックアップをス
ケジュール *

カンマで区切られた表領域をリスト表示するには'-

tablespacesを指定しますたとえば、 TS1 、 TS2 、
TS3 を使用します。
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状況 作業

• アーカイブ・ログ・ファイルのバックアップを
スケジュール *

次の情報を指定します。

• アーカイブ・ログ・ファイルのバックアップを
スケジュールするための-archivelogs

• -backup-dest：バックアップに含めるアーカイ
ブ・ログ・ファイルの保存先をスケジュールし
ます

• --exclude-dest-バックアップから除外するアー
カイブ・ログ・デスティネーションをスケジュ
ールします

• 保持クラスの値を指定します * -retainを指定し’次のいずれかの保存クラスに従って
バックアップを保持するかどうかを指定します

• `-時間単位」

• 「-daily`」

• 「-weekly」と入力します

• 「-monthly」を指定できます

• SnapManager のデフォルトはhourlyです

• アーカイブ・ログ・ファイルの削除をスケジュ
ール *

バックアップのスケジュール設定中にアーカイブ・
ログ・ファイルをプルーニングするには'

-prunelogs：アーカイブ・ログ・ファイルのプル
ーニングに使用するアーカイブ・ログ・デスティネ
ーションを指定するには'`prune-dest`を指定します

• スケジュール名を入力 * 「-schedule - name」を指定します。

• 特定の時間間隔でのデータベースのバックアッ
プをスケジュール * します

'interval’オプションを指定して’バックアップを作成
する時間間隔を次の中から選択します

• `-時間単位」

• 「-daily`」

• 「-weekly」と入力します

• 「-monthly」を指定できます

• 「-onetimeonly」と入力します
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状況 作業

• スケジュールを設定 * 「-cronstring」を指定し、個々のオプションを説明
する次の7つのサブ式を含めます。

• 1 は秒を表します。

• 2 は分を表します。

• 3 は時間を表します。

• 4 は 1 か月の 1 日を表します。

• 5 は月を表します。

• 6 は 1 週間のうちの 1 日を表します。

• （任意） 7 は年を表します。

「-cronstring'」と「-start-time」で異
なる時刻でバックアップをスケジュ
ールした場合、バックアップのスケ
ジュールは上書きされ、「-start-

time」によってトリガされます。

• バックアップ・スケジュールに関するコメント
を追加 *

「-schedule -comment」に続けて概要 文字列を指
定します。

• スケジュール操作の開始時刻 * を指定します yyyy-mm-dd hh:mm形式で「-start-time」を指定し
ます。

• バックアップのスケジュール設定時に、スケジ
ュールされたバックアップ操作のユーザーを変
更します。 *

「-runAsUser」と指定します。この処理は、スケジ
ュールを作成したユーザ（ root ユーザまたは
Oracle ユーザ）として実行されます。ただし、デ
ータベースプロファイルとホストの両方に有効なク
レデンシャルがある場合は、独自のユーザ ID を使
用できます。

• プリタスクおよびポストタスク仕様 XML ファ
イル * を使用して、バックアップスケジュール
操作のタスク前またはタスク後のアクティビテ
ィを有効にします

バックアップ・スケジュールの操作前または後にプ
リプロセスまたは後処理を実行するため
に’taskspec’オプションを指定し’タスク仕様XMLフ
ァイルの絶対パスを指定します

バックアップスケジュールを更新

スケジュールされた処理のリストを表示し、必要に応じて更新できます。スケジューリ
ング頻度、スケジュールの開始時刻、 cronstring 式、バックアップをスケジュールした
ユーザを更新できます。

ステップ
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1. バックアップのスケジュールを更新するには、次のコマンドを入力します。

「* SMSAP schedule update -profile profile_profile_name」-schedule - name_scheduleName [-schedule-

comment_schedule comment]- interval｛-hourly|-daily|-weekly|-monthly_schedule|onetimeonly｝-start

-time_starttime_cronstring_cronstring_verbose*-run`Asquiet」-ユーザー名

スケジュールされた処理のリストを表示します

プロファイルに対してスケジュールされている処理のリストを表示できます。

ステップ

1. スケジュールされた処理に関する情報を表示するには、次のコマンドを入力します。

* SMSAP schedule list -profile_name_[-quiet |-verbose *

バックアップスケジュールを一時停止

SnapManager を使用すると、バックアップスケジュールを再開するまで一時停止できま
す。

このタスクについて

アクティブスケジュールを一時停止できます。すでに一時停止しているバックアップ・スケジュールを中断し
ようとすると' Cannot suspend: schedule <schedulename> already in suspend state""というエラー・メッセー
ジが表示される場合があります

ステップ

1. バックアップスケジュールを一時的に中断するには、次のコマンドを入力します。

* SMSAP schedule suspend-profile_name__-scheduled-name_scheduleName _[-quiet

|-verbose *

バックアップスケジュールを再開

管理者は、中断したバックアップ・スケジュールを再開できます。

このタスクについて

アクティブなスケジュールを再開しようとすると、「Cannot resume：schedule <schedulename> already in

resume state」というエラーメッセージが表示されることがあります。

ステップ

1. 中断されていたバックアップスケジュールを再開するには、次のコマンドを入力します。

* SMSAP schedule resume -profile profile_name_-scheduled-name_scheduleName _[-

quiet |-verbose *
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バックアップスケジュールを削除

不要になったバックアップスケジュールを削除できます。

ステップ

1. バックアップスケジュールを削除するには、次のコマンドを入力します。

*SMSAP schedule delete -profile profile_name__-scheduled-name_scheduleName _[-

quiet |-verbose *
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